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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　骨空洞（Ｃ）から骨セメントを除去するためのモジュール式取出し装置（１）であって
、
　中心対称軸（Ｘ－Ｘ）を有する細長状本体（２）と、
　使用時に前記骨空洞（Ｃ）の開口部に配置される近位端部（２ａ）と、
　使用時に前記骨空洞（Ｃ）の最も奥の部分に配置される遠位端部（２ｂ）とを備え、
　前記細長状本体（２）は、少なくとも部分的に内部が中空であって、骨セメントが充填
された前記骨空洞（Ｃ）に挿入されるのに好適であり、
　前記細長状本体（２）は、前記細長状本体（２）の前記軸（Ｘ－Ｘ）と同軸の複数の剛
性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）を含み、前記剛性要素は少なくとも部分的に中空であっ
て共にまたは互いに対して拘束し合っており、隣接して連続する少なくとも２つの剛性要
素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）は、第１の主要部（６）と、第２の主要部（７）と、フラン
ジ（８）とを含むことを特徴とし、
　前記少なくとも２つの剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）のうち少なくとも１つの剛性
要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の主要部（６，７）が、前記少なくとも２つの剛性要素（
３，３ａ，３ｂ，３ｃ）のうち他の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の主要部（６，７
）の内部に挿入されて適所に保持されるように、少なくとも前記第１の主要部（６）は長
手軸方向のポートまたは開口（９）を規定している、モジュール式取出し装置（１）。
【請求項２】
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　前記第１の主要部（６）と前記第２の主要部（７）とのうち少なくとも１つは、外形断
面が略円形である略円筒形の形状または外形断面が略多角形である略角柱形の形状を有し
、
　前記外形断面は幅または直径（ｄ’，ｄ’’）を有する、請求項１に記載の取出し装置
。
【請求項３】
　前記フランジ（８）は略円盤形または略角柱形の形状を有し、および／または、前記フ
ランジ（８）は、前記細長状本体（２）の前記軸（Ｘ）に対して横方向に外側に向かって
突出している、請求項１または２に記載の取出し装置。
【請求項４】
　前記フランジ（８）の幅または直径（Ｄ）は、前記第１の主要部（６）および／または
前記第２の主要部（７）の幅または直径（ｄ’，ｄ’’）よりも大きい、先行する請求項
に記載の取出し装置。
【請求項５】
　前記細長状本体（２）は、前記細長状本体（２）の前記遠位端部（２ｂ）に配置された
端部要素（３０）を含み、前記端部要素（３０）は、第１の主要部（６）と、フランジ（
８）と、略円錐形または略ピラミッド形の形状を有する先端部（３１）とのうち少なくと
も１つを含む、請求項１に記載の取出し装置。
【請求項６】
　前記長手軸方向のポートまたは開口（９）の幅または直径（ｄ’’’）は、外形幅また
は直径または外形横方向大きさ（ｄ’’）と比べてわずかに大きいか、または略等しく、
および／または、前記長手軸方向のポートまたは開口（９）の長手方向大きさは、前記第
１の剛性要素に隣接する次のまたは隣接する前の第２の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ
）の前記第２の主要部（７）の長手方向大きさと比べてわずかに大きいか、または略等し
く、それによって、前記第２の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記第２の主要部（
７）を前記第１の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記軸方向のポートまたは開口（
９）内にぴったりと挿入することが可能になる、請求項１に記載の取出し装置。
【請求項７】
　前記端部要素（３０）および／または前記端部要素（３０）の少なくとも前記第１の主
要部（６）は、前記端部要素（３０）に隣接する前の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）
の前記第２の主要部（７）の外形幅または直径または外形横方向大きさ（ｄ’’）および
／または長手方向大きさと比べてわずかに大きいか、または略等しい幅または直径（ｄ’
’’）を有する、長手軸方向のポートまたは開口（９）を含み、それによって、剛性要素
（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記第２の主要部（７）を前記端部要素（３０）の前記軸方
向のポートまたは開口（９）内にぴったりと挿入することが可能になる、請求項５に記載
の取出し装置。
【請求項８】
　前記ポートまたは開口（９）の形状は、前記第２の主要部（７）の形状に略対応し、
　第１の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記第２の主要部（７）は、使用時に、別
のまたは次の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の、または端部要素（３０）の前記ポー
トまたは開口（９）内に収容されて適所に拘束されることが可能である、請求項６または
７に記載の取出し装置。
【請求項９】
　前記第１の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記フランジ（８）は、前記第１の剛
性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記第１の主要部（６）と前記第２の主要部（７）と
の中間部に配置され、前記別のまたは次の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の、または
前記端部要素（３０）の前記第１の主要部（６）の自由縁部（２０）に対して当接してい
る、請求項８に記載の取出し装置。
【請求項１０】
　前記第２の主要部（７）は、自由端部と、前記第１の主要部（６）に接する別のまたは
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第２の端部とを含み、前記第１の主要部（６）は、前記第２の主要部（７）の反対側に位
置付けられた自由縁部を含み、
　前記第１の主要部（６）の前記自由縁部は、フランジ付きである、または横方向に外側
に向かって突出しているフランジ（８）を含む、請求項１～８のいずれか１項に記載の取
出し装置。
【請求項１１】
　前記第２の主要部（７）と前記第１の主要部（６）との間に肩部または当接面（２２）
があり、
　前記第１の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記第１の主要部（６）の前記フラン
ジ付き自由縁部または前記フランジ（８）は、前記次のまたは隣接する剛性要素（３，３
ａ，３ｂ，３ｃ）の前記肩部または当接面（２２）に対して当接している、請求項１０に
記載の取出し装置。
【請求項１２】
　前記取出し装置（１）は前記細長状本体（２）の取出しシャフト（１０）を含み、
　前記取出しシャフト（１０）は、使用時に、前記細長状本体（２）の少なくとも一部に
沿って、および／または、前記剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の、および前記端部要
素（３０）の前記ポートまたは開口（９）に沿って挿入可能である、請求項５に記載の取
出し装置。
【請求項１３】
　前記剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）および／または前記端部要素（３０）は、前記
取出しシャフト（１０）に取外し可能に係合されるための取外し可能な係合手段（１２）
を含む、請求項１２に記載の取出し装置。
【請求項１４】
　前記取外し可能な係合手段（１２）は、ねじ付き型または差込み型である、請求項１３
に記載の取出し装置。
【請求項１５】
　前記ねじ付き型の前記取外し可能な係合手段（１２）は、前記ポートまたは開口（９）
の内表面に形成された母ねじ（１４）と、前記取出しシャフト（１０）の遠位端部に配置
されたねじ手段または雄ねじ（２４）とを含む、請求項１４に記載の取出し装置。
【請求項１６】
　前記ねじ付き型の前記取外し可能な係合手段（１２）は、前記第２の主要部（７）の外
表面に形成されたねじ手段または雄ねじ（２４）と、前記取出しシャフト（１０）の遠位
端部に配置された母ねじとを含む、請求項１４に記載の取出し装置。
【請求項１７】
　前記第１の主要部（６）は環状の拡大部（１６）を含み、前記環状の拡大部（１６）は
、前記細長状本体（２）の前記軸（Ｘ－Ｘ）に対して横方向に突出しているとともに、前
記剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の縁部（２０）に配置されている、先行する請求項
のいずれか１項に記載の取出し装置。
【請求項１８】
　前記剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）および／または前記端部要素（３０）は、たと
えばステンレス鋼のような生体適合性金属から成る、請求項５に記載の取出し装置。
【請求項１９】
　前記剛性要素（３ａ）の前記第１の主要部（６）の、前記細長状本体（２）の前記軸（
Ｘ－Ｘ）の方向と平行な方向に沿って考慮された長手方向の延在部は、前記剛性要素（３
ｂ）の前記第１の主要部（６）の長さよりも短く、
　前記剛性要素（３ｂ）の前記第１の主要部（６）の前記長さは、前記剛性要素（３ｃ）
の前記第１の主要部（６）の長さよりも短い、先行する請求項のいずれか１項に記載の取
出し装置。
【請求項２０】
　骨空洞（Ｃ）から骨セメントを除去するための取出し装置（１）を構成するための剛性
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要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）であって、前記剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）は、
　中心対称軸（Ｘ－Ｘ）を備え、
　前記剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）は少なくとも部分的に中空であって、前記剛性
要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）は、第１の主要部（６）と、第２の主要部（７）と、前記
剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記軸（Ｘ－Ｘ）に対して横方向に外側に向かって
突出しているフランジ（８）とを含み、前記第１の主要部（６）は、前記第２の主要部（
７）の寸法と比べてわずかに大きいか、または略等しい寸法を有する長手軸方向のポート
または開口（９）を規定することを特徴とする、剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）。
【請求項２１】
　前記第１の主要部（６）と前記第２の主要部（７）とのうち少なくとも１つは、外形断
面が略円形の略円筒形の形状または外形断面が略多角形の略角柱形の形状を有し、
　前記フランジ（８）は略円盤形または略角柱形の形状を有する、請求項２０に記載の剛
性要素。
【請求項２２】
　前記ポートまたは開口（９）の形状は、前記第２の主要部（７）の形状に略対応してお
り、
　第１の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記第２の主要部（７）は、使用時に、別
のまたは次のまたは隣接する剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記ポートまたは開口
（９）内に収容可能であり、および／または、前記第１の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３
ｃ）の前記フランジ（８）は、使用時に、前記別のまたは次のまたは隣接する剛性要素（
３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記第１の主要部（６）の上部である縁部（２０）に対して当
接している、請求項２０に記載の剛性要素。
【請求項２３】
　前記第２の主要部（７）は、自由端部と、前記第１の主要部（６）に接する別のまたは
第２の端部とを含み、前記第１の主要部（６）は、前記第２の主要部（７）の反対側に位
置付けられた自由縁部を含み、
　前記第１の主要部（６）の前記自由縁部は、フランジ付きであり、または横方向に外側
に向かって突出しているフランジ（８）を含み、および／または、前記第２の主要部（７
）と前記第１の主要部（６）との間に肩部または当接面（２２）があり、
　前記第１の剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記第１の主要部（６）の前記フラン
ジ付き自由縁部または前記フランジ（８）は、前記次のまたは隣接する剛性要素（３，３
ａ，３ｂ，３ｃ）の前記肩部または当接面（２２）に対して当接している、請求項２０に
記載の剛性要素。
【請求項２４】
　取出しシャフト（１０）に係合されるのに好適で取外し可能な係合手段（１２）を備え
、
　前記取外し可能な係合手段（１２）はねじ付き型または差込み型である、請求項２０～
２３のいずれか１項に記載の剛性要素。
【請求項２５】
　前記ねじ付き型の前記取外し可能な係合手段（１２）は、前記ポートまたは開口（９）
の内表面に形成された母ねじ（１４）、または、前記第２の主要部（７）の外表面に形成
されたねじ手段もしくは雄ねじ（２４）を含む、請求項２４に記載の剛性要素。
【請求項２６】
　前記第１の主要部（６）は環状の拡大部（１６）を含み、前記環状の拡大部（１６）は
、前記剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の前記軸（Ｘ－Ｘ）に対して横方向に突出して
いるとともに、前記剛性要素（３，３ａ，３ｂ，３ｃ）の縁部（２０）に配置されている
、請求項２０～２５のいずれか１項に記載の剛性要素。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　発明の技術分野
　本発明は、骨空洞から骨セメントを除去するための取出し装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　先行技術の水準
　関節形成に通常用いられる技術では、骨内部への人工装具の装着に伴って、ある量の骨
セメント（たとえば、アクリル樹脂または類似の材料から成る）を人工装具が挿入される
骨空洞に導入する。これにより、人工装具を適所で安定して維持することが可能になる。
【０００３】
　たとえば人工股関節の場合、内部に流体セメント層が挿入された後人工装具のステムが
導入される細長い空洞が、大腿骨の近位端部で得られる。この流体セメントは、一旦硬化
すると、人工装具を空洞自体の内壁に固定することを可能にする。
【０００４】
　人工装具を交換するために、またはインプラントの箇所における他の内科的/外科的治
療介入を可能にするために人工装具を除去する必要が生じると、通常、十分な取出し力を
加えることによって人工装具が除去され、固化した骨セメント層の内側に窪み空洞が残る
ことになる。その後、新たな人工装具をインプラントする場合および空洞にさらなる治療
介入をする場合の両方において、残留する骨セメント層を取除くことが必要になる。
【０００５】
　このような固化した骨セメント層を取除くために、この目的のためのさまざまなタイプ
のシステムが公知である。
【０００６】
　第１のシステムは、スプーン形電極を備えた超音波機器の使用を提供する。
　電極がオペレータによって手動で窪み空洞の内部に導入されると、この電極は、超音波
によって引起された熱的効果によって、骨セメントを構成する固化した樹脂を軟化させ、
これにより、スプーン形を利用してそれを骨空洞から引出すことを可能にする。
【０００７】
　この超音波機器にはいくつかの欠点がある。たとえば、オペレータは、大腿骨内に形成
された空洞などの特に狭い空間でスプーン形電極を扱うことを余儀なくされることになり
、オペレータにとって、この超音波機器を使用することは特に手間がかかり実行困難であ
るという事実がある。
【０００８】
　さらに、当該操作を行なうためには、十分な経験と専門知識とを有する高い専門性を持
つ医療スタッフの存在が必要である。
【０００９】
　さらに、骨の内壁に近接して加熱電極を使用することは、骨自体の温度を過度に上げる
危険性を伴い、周知のように、骨の靱性および健康状態を損なう危険性がある。
【００１０】
　この欠点を抑制するために、これらの超音波機器は通常、骨壁に接近したことをオペレ
ータに警告する測深装置を備える。しかしながら、このような装置の有効性は通常かなり
限定的であり、超音波使用の危険性を無くすものではない。
【００１１】
　この技術の別の欠点は、特にエネルギーの観点からコストがかかることであり、その全
体のコストは無視できるものではない。
【００１２】
　骨空洞からセメントを取出すための他の技術は、ＵＳ４，９１９，１５３に記載されて
いる。この技術は、人工装具の取出し後に残された固化したセメント層に直接接触するよ
うに一塊の流体生セメントを骨空洞に注入するステップと、でこぼこな外表面を有する成
形されたシャフトを当該一塊の流体内に浸すステップと、当該一塊の流体を硬化させシャ
フトに付着させるステップと、最後に、当該シャフトに取出し力を加えてセメントと共に
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骨空洞から除去するステップとから成る。
【００１３】
　しかしながら、この技術もまた、欠点がないわけではない。たとえば、空洞内部で硬化
したすべてのセメントを１回の操作で除去するために非常に大きな取出し力を加える必要
があり、治療介入を受ける人の骨に過度な応力をかける危険性があるという事実がある。
【００１４】
　この欠点を克服するために、前述のものと同様のシステムがＵＳ５，０７８，７１８か
ら公知である。異なる点は、一塊の流体セメント内に挿入される物体が細長状スリーブか
ら成り、当該スリーブは内部が中空であり、当該スリーブ自身と空洞内部で固化した骨セ
メントとを取出すために、当該スリーブ内部にシャフトが挿入される点である。
【００１５】
　当該スリーブは、互いに一直線に位置合せされたさまざまな長手部から成り、これらの
長手部は、スリーブ内部に配置されたシャフトに接続するための手段を含む。
【００１６】
　一旦一塊の流体セメントが硬化してスリーブがこのセメントと一体化すると、スリーブ
のさまざまな長手部を大腿骨近位端部に最も近いものから順に選択的に取出すために、シ
ャフトまたは内部ねじが除去される。これにより、連続する深さのセメントが除去される
。
【００１７】
　この技術は、一方で上述した先行技術の欠点を克服することができるが、他方で実現が
容易ではなく実用的でないため、さらなる改善の余地がある。さらに、セメントはスリー
ブの一部分とその他の部分との間に入り込みやすく、その機能性が損なわれてしまう。
【００１８】
　代わりに、セメントを取出すための類似のシステムがＥＰ０５２０２９３から公知であ
る。このシステムは、いくつかのナットが長手方向に間隔をおいた位置に嵌められたねじ
付きシャフトから成る。
【００１９】
　ねじ付きシャフトは、ナットと共に生セメントに浸される。セメントの固化後、硬化し
たセメント内のさまざまな深さにナットが埋込まれた状態で、シャフトを、それ自身の軸
回りに回転することによって取出す。
【００２０】
　その後、好適な取出しねじによってナットが１つずつ取出され、これによりセメントの
さまざまな長手方向部分が押出される。
【００２１】
　この取出しシステムにもいくつかの欠点がある。たとえば、ねじ付きシャフトは、治療
介入を達成するのに必要なすべてのナットが１つずつ係合されるため、このねじ付きシャ
フトを用意するには、手間のかかる長時間の手動操作が必要であるという事実などである
。
【００２２】
　さらに、硬化したセメントからねじ付きシャフトを取出すのが難しい場合には、当該シ
ステムで非常に深刻で複雑な事態や問題が起こる可能性がある。
【００２３】
　実際、ねじ付きシャフトがセメント内で詰まったままの場合、骨空洞内部の空間は、硬
化したセメントとねじ付きシャフトとに完全に占有されてしまい、外側からセメントを徐
々に除去するための空間が全く残されていない。したがって、そのような状況では、大腿
骨の物理的な切開に頼ることが必要となり、患者にとって悲惨な結果となる。
【００２４】
　また、ＵＳ４，９１９，１５３、ＵＳ５，０７８，７１８およびＥＰ０５２０２９３に
記載された上述の方法を実現する際、取出しの最後に、従来から「遠位充填物（distal p
lug）」と呼ばれる硬化した骨セメントの広がりが、多かれ少なかれ骨空洞の底部に残留
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する場合が多いことも指摘しておく。
【００２５】
　この遠位充填物は、その後の追加操作によって除去されるが、これらの追加操作は、充
填物に穴を開けてそこに開口を得るステップと、このように形成された穴の中にセルフタ
ップねじを挿入するステップと、最後に、セルフタップねじを充填物とともに取出すステ
ップとから成る。
【００２６】
　これらの追加操作は、とりわけ遠位充填物に穴を開けるステップにおいて、特に面倒か
つ実行困難であり得る。
【００２７】
　正確にかつ患者へ危険が及ばないように遠位充填物に穴を開けることを可能にするため
には、実際、曲がり防止調心ブッシュを使用する必要があり、その操作は容易でも単純で
もない。
【００２８】
　骨セメントを骨空洞から除去するように適合された装置が、同じ出願人のＥＰ１８７５
８８０から公知である。この装置は、セメントが充填された骨空洞内部に挿入されるよう
に適合された内部中空の細長状本体と、中空本体に挿入可能な、その取出しシャフトとを
含む。中空本体は、互いに一直線に位置合せされた複数の剛性要素と、取出しシャフトへ
の接続のための手段とを含む。
【００２９】
　略管状であり細長状本体と同軸であるスペーサ要素を介挿することによって、剛性要素
は互いに関連付けられる。スペーサ要素と剛性要素とは、噛合い型の一時的な連結器の介
挿によって関連付けられる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００３０】
　この装置の欠点は、互いにさまざまに連結された複数の異なる要素から構成された複雑
な装置であるということである。
【００３１】
　したがって、本発明の主な目的は、単純で合理的で低コストの解決策を開発することに
よって先行技術の上記欠点の克服を可能にする、骨空洞から骨セメントを除去するための
装置を提供することである。
【００３２】
　本発明の別の目的は、治療介入を行なうオペレータにとって、実用的で容易で非常に効
率的な方法での骨空洞からのセメント取出しを可能にするとともに、操作を受ける人にと
って、最大限安全で穏やかな状況下での骨空洞からのセメント取出しを可能にすることで
ある。
【００３３】
　発明の目的
　本発明の一目的は、従来技術を改善することである。
【００３４】
　本発明の別の目的は、骨セメントを除去するための取出し装置であって、骨空洞に存在
する骨セメントを安全で効果的な方法で除去可能な取出し装置を開発することである。
【００３５】
　本発明のさらなる目的は、単純ですぐに得られる、骨空洞から骨セメントを除去するた
めの取出し装置を開発することである。
【００３６】
　本発明の別の目的は、骨空洞から骨セメントを除去するための低コストの取出し装置を
開発することである。
【課題を解決するための手段】
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【００３７】
　本発明の一局面によれば、独立請求項１に記載の、骨セメントを除去するための取出し
装置が提供される。
【００３８】
　従属請求項は、本発明の好ましい有利な実施形態について述べる。
　本発明のさらなる特徴および利点は、同封された一連の図面で示される、骨セメントを
除去するための取出し装置の説明によってより明確になるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明に係る、骨セメントを除去するための取出し装置の側面図である。
【図２】骨セメントを除去するための図１の取出し装置の部品の側面図である。
【図３】セメントを除去するための図１の取出し装置のさらなる部品の側面図である。
【図４】図１の取出し装置のトレースＩＶ－ＩＶの平面に沿って切取った断面図である。
【図５】図４の拡大詳細図である。
【図６】上述の図の取出し装置による骨セメント取出しのステップを示す図である。
【図７】上述の図の取出し装置による骨セメント取出しのステップを示す図である。
【図８】上述の図の取出し装置による骨セメント取出しのステップを示す図である。
【図９】上述の図の取出し装置による骨セメント取出しのステップを示す図である。
【図１０】本発明に係る取出し装置の一実施形態の側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　発明の実施形態
　同封された図面を参照して、骨空洞から骨セメントを除去するためのモジュール式取出
し装置１を説明する。
【００４１】
　特に図６～図９を参照すると、Ｏは、概してその近位端部に骨空洞Ｃが形成された大腿
骨を示す。
【００４２】
　人工股関節Ｐのステムは、セメント層Ｓの介挿によって、それ自体は公知の方法で骨空
洞Ｃに挿入される。
【００４３】
　一旦人工装具Ｐが除去されると、骨空洞Ｃは硬化したセメント層Ｓで覆われており、好
ましくは、生セメントＦが充填されてもよい。
【００４４】
　生セメントＦは、セメントＳの層を部分的に溶かして軟化させることができ、生セメン
トＦが硬化させられると、セメント層Ｓと共に単一体Ｓ＋Ｆを形成することができる。
【００４５】
　このように形成された、一塊の硬化したセメントＳ＋Ｆは、本発明に係る取出し装置１
によって除去可能である。
【００４６】
　取出し装置１は、特に、全体にわたる細長状本体２を備える。細長状本体２は、少なく
とも部分的に内部が中空である。細長状本体２は、その対称軸または長手方向軸Ｘ－Ｘに
垂直な平面に沿って切取った断面が好ましくは円形である。
【００４７】
　細長状本体２は、中心のまたは長手方向の対称軸Ｘ－Ｘと、使用時に骨空洞Ｃの開口部
に配置されるように意図された近位端部２ａと、使用時に骨空洞Ｃの最も奥の部分に配置
されるように意図された遠位端部２ｂとを有する。
【００４８】
　取出し装置１またはその細長状本体２は、生セメントＦに浸されるために骨空洞Ｃ内に
挿入可能である。
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【００４９】
　細長状本体２は、相互に一直線に位置合せされた複数の剛性要素３を含んでおり、この
点において、細長状本体２または取出し装置はモジュール式として定義され得る。
【００５０】
　さまざまな剛性要素３が取出し装置１の細長状本体２を構成する。特に、細長状本体２
は、少なくとも２つの剛性要素３を含む。
【００５１】
　さまざまな剛性要素３は、好ましくは細長状本体２と同軸であり、かつ、互いに同軸で
ある。すなわち、それらは実質的に、同一の軸Ｘ－Ｘに沿って配置されている。
【００５２】
　本明細書において以下で詳述するように、剛性要素３は形状は略同一だが寸法は異なる
のが好ましい。
【００５３】
　剛性要素３は少なくとも部分的に、断面が略円形である略管状の形状を有する。好まし
くは、剛性要素３の側方の外側壁および／または内側壁の少なくとも一部は、断面が円形
の略管状である。
【００５４】
　本発明の代替的な態様では、剛性要素の側方の外側壁および／または内側壁の少なくと
も一部は、断面が円形ではなく略正多角形または不規則な多角形であり得る。
【００５５】
　各剛性要素３は、使用時に骨空洞Ｃの開口部の方向に向くように意図された近位端部４
と、使用時に骨空洞Ｃの最も深い部分の方向に向くように意図された、近位端部４と反対
側の遠位端部５とを有する。
【００５６】
　各剛性要素３は、少なくとも部分的に中空である。
　より詳細には、剛性要素３は、直径または外形幅または横方向大きさｄ’を有する第１
の主要部６と、直径または外形幅または横方向大きさｄ’’を有する第２の主要部７と、
好ましくは中間部に配置され、直径または外形幅または横方向大きさＤを有する少なくと
も１つのフランジ８とを含む。
【００５７】
　第１の主要部６および第２の主要部７は、断面が略円形である略円筒形または略環状の
形状を有する。
【００５８】
　本発明の代替的な態様では、第１の主要部６および第２の主要部７は、断面が略多角形
である略角柱形の形状を有する。
【００５９】
　さらに別の代替的な態様では、第１の主要部６と第２の主要部７とのうち少なくとも１
つは、断面が略円形である略円筒形の形状を有する。
【００６０】
　好ましくは、第１の主要部６および第２の主要部７はフランジ８に対して一方が他方と
反対側から延在しており、この場合、フランジ８は第１の主要部６と第２の主要部７との
中間部に配置されている。
【００６１】
　以下で詳述する代替的な態様では、フランジ８は剛性要素３の遠位端部５に配置されて
いる。
【００６２】
　フランジ８は、略円盤形または略環状または略角柱形の形状を有し、細長状本体２の軸
Ｘ－Ｘと同軸であり、略円形または略多角形の外形断面を有する。
【００６３】
　代替的には、フランジ８は一連の湾曲部または角度扇形部から構成されてもよく、これ
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らの湾曲部または角度扇形部は、同一主要部の同じ高さで延在するとともに、軸Ｘ－Ｘに
対して相互に角度間隔をおいて配置される。
【００６４】
　フランジ８が角柱形の形状を有する場合、その外形断面は六角形または八角形であるこ
とが好ましい。
【００６５】
　角柱形の形状のフランジ８は少なくとも１つの角を備えており、これによって、骨セメ
ントＳ＋Ｆにおいて脆弱点（weakening point）とその結果生じる破断線（fracture line
s）とを作り出すことが可能になる。これによって、以下でさらに示す方法による一塊の
セメントＳ’＋Ｆ’の取出しが容易かつより正確になる。
【００６６】
　フランジ８は、細長状本体２の軸Ｘに対して横方向に外側に突出している。すなわち、
フランジ８は、第１および第２の主要部６，７に対して骨空洞Ｃの側壁に向かって突出す
るように適合されている。フランジ８の外壁の外径または幅または外形横方向大きさＤは
、第１の主要部６および／または第２の主要部７の外径または幅または外形横方向大きさ
よりも大きい。すなわち、フランジ８は、当該第１の主要部６および第２の主要部７より
も幅が広い。
【００６７】
　本発明の一態様では、第１の主要部６の直径または横方向大きさｄ’は、第２の主要部
７の直径または横方向広がりｄ’’よりも大きい。
【００６８】
　さらに、第１の主要部６および／または剛性要素３は、長手軸方向のポートまたは開口
９を有する。
【００６９】
　ポートまたは開口９は、取出し装置１の細長状本体２の軸Ｘ－Ｘと同軸である。すなわ
ち、ポートまたは開口９は、細長状本体２と略同一の軸を有する。
【００７０】
　ポートまたは開口９は、第１の主要部６の少なくとも一部にわたって長手方向に延在す
るか、第１の主要部６の長手方向の広がり全体にわたって延在するか、または、剛性要素
３の少なくとも一部にわたって延在する。
【００７１】
　第２の主要部７が、使用時に次のまたは隣接する別の剛性要素３のポートまたは開口９
の内部に配置される場合、特に当該ポートまたは開口９の形状は、第２の主要部７の形状
に略対応している。
【００７２】
　これに関連して、第１の主要部６によって境界が規定されたポートまたは開口９の全体
の寸法は、第２の主要部７の寸法と比べてわずかに大きいか、または略等しい。その結果
、剛性要素３の第２の主要部７は、別のまたは次の剛性要素３の第１の主要部６のポート
または開口９内にサイズに合わせて収容される。
【００７３】
　ポートまたは開口９の直径ｄ’’’または横方向大きさまたは寸法は、第２の主要部７
の直径または横方向広がりｄ’’と比べてわずかに大きいか、または略等しい。
【００７４】
　それと同時に、ポートまたは開口９は、ポートまたは開口９内での第２の長手部７の限
られた遊びまたは可動性を可能にし得るサイズである。その結果、細長状本体２を手で軽
く曲げたり成形したりして、細長状本体２の直線軸および曲線軸の両方に沿って、細長状
本体２をより良く骨空洞Ｃの形状に適合させることが可能になる。
【００７５】
　図５から理解できるように、管状の形状である第１の主要部６は、１０分の数ミリメー
トルほどの薄い側壁を有する。このようにして、第１の主要部６を構成する材料にある種
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の弾性が与えられ得る。第１の主要部６は、その中に収容される、隣接する次のまたは前
の剛性要素の第２の主要部７のサイズに好ましくは合わせて、締まり嵌めおよび噛合いを
規定するように適合されている。
【００７６】
　これに関連して、ポートまたは開口９に挿入可能な第２の主要部７の自由端部は、入口
部１８を含み得る。入口部１８は、外側または自由縁部に向かって縮小する部分を有して
いる。これは、第２の主要部７をより容易に挿入することと、隣接のまたは次の剛性要素
３のポートまたは開口９において幅を広げることとを同時に可能にするように意図された
ものである。これにより、特に、第２の主要部７とポートまたは開口９とを略同一のサイ
ズにすることが可能になり得る。
【００７７】
　特に、本発明の一態様では、第１の主要部６のポートまたは開口９の外形断面は第２の
主要部７の外形断面とわずかに異なる。その結果、隣接する剛性要素の部品間の噛合いが
確実に容易になる。
【００７８】
　このような締まり嵌めは、環状の拡大部１６の存在によってより安定かつ確実になる。
環状の拡大部１６は、第１の主要部６の外壁において、その上縁部であって近位端部４に
配置されている。当該環状の拡大部は、細長状本体２の軸Ｘ－Ｘに対して横方向かつ外側
に延在している。
【００７９】
　特に、当該環状の拡大部１６の外側への突出は、第１の主要部６の外径または横方向大
きさｄ’よりも大きい。
【００８０】
　特に、剛性要素３の第２の主要部７を、別のまたは次のまたは隣接する剛性要素３の第
１の主要部６のポートまたは開口９内に挿入することは、以下の事実を規定する。すなわ
ち、第１の剛性要素３の好ましくは中間部に配置されたフランジ８は、別のまたは次のま
たは隣接する剛性要素３の近位端部４に配置された好ましくは上縁部２０に対して当接す
るという事実である。
【００８１】
　第１の剛性要素３のフランジ８と、次のまたは隣接する剛性要素３の縁部２０との間の
当接は、当該第１の要素３の遠位位置５においても起こり得る。このことは、この取出し
装置１のさらなる態様に従って後述する。
【００８２】
　このように、別のまたは次のまたは隣接する剛性要素３のポートまたは開口９は、好ま
しくは第１の剛性要素３のフランジ８によって略完全に覆われて密閉されている。これに
より、一塊の固化したセメントＳ＋Ｆを取出すために骨空洞Ｃに挿入された生セメントＦ
の、その内部への侵入が防止される。
【００８３】
　したがって、剛性要素３は、噛合い型の一時的な連結器によって互いに連結されており
、予め定められた大きさの軸方向分離力がそれらの間に加えられるまで、さまざまな剛性
要素３を結合することが可能になる。
【００８４】
　取出し装置１は、細長状本体２の遠位端部２ｂに配置された端部要素３０をさらに含む
。
【００８５】
　端部デバイス３０もまた、ポートまたは開口９の境界を規定する第１の主要部６を含む
。このポートまたは開口９は、その前の剛性要素３の第２の主要部７を、実質的にサイズ
に合わせて収容するように適合されている。
【００８６】
　しかしながら、端部要素３０は、第２の主要部７の代わりに、略円錐形または略ピラミ
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ッド形の閉じた形状の先端部３１を有する。
【００８７】
　末端部３０は、既に述べた剛性要素３のためのものと同様の、好ましくは中間部に配置
されたフランジ８を含み得る。
【００８８】
　剛性要素３、特に少なくともそれらの第１の主要部６は、互いに異なる寸法を有し得る
。
【００８９】
　すなわち、第１の主要部６の、細長状本体２の軸Ｘ－Ｘの方向と平行な方向に沿って考
慮された長手方向の延在部は、さまざまな長さを有し得る。たとえば、図２に見られるよ
うに、剛性要素３ａの第１の主要部６の長さは剛性要素３ｂの第１の主要部６の長さより
も短く、同様に剛性要素３ｂの第１の主要部６の長さは剛性要素３ｃの第１の主要部６の
長さよりも短い。
【００９０】
　骨空洞Ｃおよび必要とされる取出し力の構成を考慮すると、有利なことに、細長状本体
２は、近位端部２ａにおける少なくとも１つの剛性要素３ｃと、中央部における少なくと
も１つの剛性要素３ｂと、遠位端部２ｂにおける少なくとも１つの剛性要素３ａとを含み
得る。
【００９１】
　当然のことながら、個別の必要に応じて細長状本体２の全長は変化してもよく、それに
応じて剛性要素３ａ，３ｂ，３ｃの配置が変化してもよい。
【００９２】
　さらに、剛性要素３ａ，３ｂ，３ｃの配置は、患者の個別の必要に応じて所望通りに選
択され得る。したがって、取出し装置が剛性要素３ａまたは３ｂまたは３ｃの１種類しか
含まないことも可能である。
【００９３】
　剛性要素３，３ａ，３ｂ，３ｃは、以下のことを確実にする形状を有する。すなわち、
剛性要素３，３ａ，３ｂ，３ｃの第２の主要部７が、別のもしくは次のもしくは隣接する
剛性要素３，３ａ，３ｂ，３ｃ（それらの長さまたは延在範囲を問わない）に存在するポ
ートもしくは開口９または端部３０に存在するポートもしくは開口９内に、サイズに合わ
せて収容され得ることを確実にする形状である。
【００９４】
　各剛性要素３、すなわち第１の主要部６とフランジ８と第２の主要部７とは、互いに対
して安定して固定され、好ましくはすべてが一体部品化されている。端部要素３０もまた
、第１の主要部６と先端部３１と任意でフランジ８とを含み、これらは互いに対して安定
して固定され、好ましくはすべてが一体部品化されている。
【００９５】
　このように、細長状本体２は、従来技術よりも少ない数の部品から成ることによって、
実装および関連コストを大幅に簡素化した。
【００９６】
　さらに、取出し装置１の細長状本体２の組立ておよび使用についても、特に熟練してい
ないオペレータがいたとしても、より単純で容易である。
【００９７】
　さまざまな剛性要素３および端部要素３０は、たとえばステンレス鋼などの生体適合性
金属から作られるのが有利である。
【００９８】
　当然のことながら、本発明の保護範囲から逸脱することなく、第１の主要部６と第２の
主要部７とを入替えて、第２の主要部７が第１の主要部６に対してより近位に位置してい
てもよい。
【００９９】
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　このことを、たとえば図１０に示す。
　本発明のさらなる態様を図１０に示す。この態様では、第２の主要部７は、好ましくは
剛性要素の近位端部４における自由端部と、第１の主要部６に接する別のまたは第２の端
部とを有し、第１の主要部６は、第２の主要部７に対して反対側に位置付けられた自由縁
部を有する。
【０１００】
　第１の主要部６の自由縁部は、好ましくはフランジ付きであり、または前述のものと全
く同様のフランジ８を備える。
【０１０１】
　上述したように、第２の主要部７の寸法と比べてわずかに大きいか、または略等しい寸
法を有するポートまたは開口９の境界を第１の主要部６が規定する。その結果、第２の主
要部７はサイズに合わせて収容され、第２の主要部７と第１の主要部６および／またはポ
ートもしくは開口９との間の締まり嵌めが規定される。
【０１０２】
　したがって、この場合も剛性要素３は、後述する取出し力が加わることで各剛性要素３
が取出されるまで、安定した態様で互いに噛合って拘束し合う。
【０１０３】
　第２の主要部７の寸法と比べてわずかに大きいか、または略等しい寸法を有するポート
または開口９の境界を第１の主要部６が規定するという事実によって、第１の主要部６の
寸法および直径または横方向広がりｅｄ’は、第２の主要部７のそれｄ’’よりも大きい
ということになる。
【０１０４】
　このことは、第２の主要部７と第１の主要部６との間における（前述の縁部２０と同様
の）肩部または当接面２２の存在を規定する。
【０１０５】
　次のまたは隣接する剛性要素３のフランジ付き自由縁部またはフランジ８は、この当接
面２２に対して当接している。
【０１０６】
　本発明の一態様では、細長状本体２の取出しシャフト１０が取出し装置１にさらに設け
られ、細長状本体２が生セメントＦに埋め込まれると、一塊の硬化したセメントＳ＋Ｆと
一体化する。
【０１０７】
　取出しシャフト１０は、細長状本体２の少なくとも一部に沿って、および／または、剛
性要素３もしくは端部要素３０のポートもしくは開口９に沿って挿入可能であり、後者に
関連付けられ得る。
【０１０８】
　実際、この目的のために、剛性要素３および端部要素３０は、取出しシャフトに取外し
可能に係合するための手段１２を内部に備える。
【０１０９】
　したがって、当該係合手段１２は、剛性要素３の各々および／または端部要素３０を取
出しシャフト１０に接続して取外し可能に係合するように適合されている。
【０１１０】
　当該係合手段１２は、ねじ付き型でもよく、差込み（bayonet）型の係合手段でもよく
、または、この目的を意図した他の取外し可能な係合手段でもよい。
【０１１１】
　当該係合手段１２がねじ付き型である態様では、剛性要素３は母ねじ（mother screw）
１４を含む。当該母ねじ１４は、各剛性要素３の内表面であって、その遠位端部５に形成
される。特に、当該母ねじ１４は、第１の主要部のポートまたは開口９の内表面に形成さ
れる。または、当該ポートまたは開口９がフランジ８の領域に軸方向に延在している場合
、母ねじ１４は当該領域において得られる。または、有利なことに、当該ポートまたは開
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口９が第２の主要部７の少なくとも一部において軸方向に延在している場合、母ねじ１４
は、当該第２の主要部７の少なくとも一部において得られる。フランジ８の領域に母ねじ
１４が存在することによって、取出しシャフト１０への係合および接続がより強固になる
。というのは、さまざまな係合部品間がより頑丈になることで、一塊のセメントＳ’＋Ｆ
’を取出すために加えられる高いけん引力に耐えることができるからである。
【０１１２】
　剛性要素３の内部に存在する母ねじ１４は、取出しシャフト１０の遠位端部に形成され
たねじ手段または雄ねじ２４に係合するように適合されている。詳細には、雄ねじ２４は
、連続する２つの剛性要素３の２つの母ねじ間に規定された距離よりも略短い長さ分だけ
取出しシャフト１０上に延在している。このため、雄ねじ２４は、同時に２つ以上の剛性
要素３に係合することができない。
【０１１３】
　さらにこの態様では、端部要素３０もその内壁に母ねじ１４を有しており、この母ねじ
１４は、取出しシャフト１０に取外し可能に接続されるように適合されている。この場合
も、取出し力をできるだけ効率的に配分するために、母ねじ１４または一般的には係合手
段１２は、剛性要素３または端部要素３０の最も遠位部分に位置付けられている。
【０１１４】
　代替的には、剛性要素３が第２の主要部７の側方の外側壁に雄ねじ２４を有する場合（
第２の主要部７は第１の主要部６のポートまたは開口９内に収容されるので、骨セメント
の影響を受けない）、取出しシャフト１０の遠位端部は対応する母ねじを含む。
【０１１５】
　係合手段１２が差込み型である態様では、係合手段１２は、各剛性要素３の内壁を取出
しシャフト１０の遠位端部に取外し可能に係合するように適合されている。
【０１１６】
　本発明の少なくとも１つの態様の例示的な操作は、以下の通りである。
　オペレータは、患者への治療介入前のステップ時に、細長状本体２が挿入される骨空洞
Ｃのタイプに応じて、直線軸または曲線軸またはその両方に沿って細長状本体２を手で成
形し得る。
【０１１７】
　一旦人工股関節Ｐが取出されると、人工装具のステムによって残された窪みに生セメン
トＦが充填される。
【０１１８】
　この時点で細長状本体２は生セメントＦに浸されて、生セメントＦが完全に硬化するま
でその位置に置いたままにされる。生セメントＦは、硬化したセメントＳの層に安定して
付着してセメント被膜Ｓ＋Ｆの形成を規定する。
【０１１９】
　さらに、細長状本体２は、安定してセメント被膜Ｓ＋Ｆに組込まれて、このセメント被
膜Ｓ＋Ｆの一体化した一部となる。
【０１２０】
　その後、取出しシャフト１０が細長状本体２に挿入されるとともに、係合手段１２が取
外し可能に係合される。取出しシャフト１０の遠位端部に存在する相補的で取外し可能な
係合手段によって、取外し可能な係合は、各剛性要素３内、その後端部要素３０内で行な
われる。この係合手段１２がねじ付き型である態様では、当該ステップは、たとえば、（
細長状本体２の近位端部２ａに配置された）第１の剛性要素３の母ねじ１４内に取出しシ
ャフト１０の雄ねじを螺合することによって行なわれ得る。
【０１２１】
　それ自体は公知のタイプであるハンマリング装置によって、取出しシャフト１０にけん
引型の衝撃力が加えられる。この衝撃力は、細長状本体２の近位端部２ａに配置された剛
性要素３によって、その周りに配置された一塊の硬化したセメントＳ＋Ｆの一部Ｓ’＋Ｆ
’に伝達される。
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【０１２２】
　この衝撃力の結果として、セメントの一部Ｓ’＋Ｆ’は、一塊の硬化したセメントＳ＋
Ｆの残りから分離され、これにより骨空洞Ｃから取出される。
【０１２３】
　セメント内に埋め込まれた剛性要素３の各々および端部要素３０に対してこの操作を繰
返すことによって、一塊の硬化したセメントＳ＋Ｆを完全にまたはほぼ完全に除去するこ
とができる。
【０１２４】
　一旦細長状本体２の遠位端部２ｂに配置された端部要素３０が取出されると、硬化した
セメントである遠位充填物が骨空洞Ｃの底部に残留する可能性があるが、この充填物は、
セルフタップねじを用いた従来の穴開け技術および取出し技術によって除去可能であるこ
とを指摘しておく。
【０１２５】
　この場合、細長状本体２の遠位端部２ｂに配置された端部要素３０の特定の形、および
その先端部３１の円錐形またはピラミッド形の表面の特定の形は、遠位充填物上に中空形
を与えることを可能にする。この中空形は、入口として機能するとともに、ドリル先端を
中心にもってくるものとして機能する。これにより、充填物の除去操作が容易になるとと
もに大幅に単純化される。
【０１２６】
　さらに、剛性要素３の各々および端部要素３０がそれぞれ一体部品化されたいくつかの
パーツから構成されているという事実は、セメントの取出しが効果的かつ効率的に行なわ
れることを確実にする。これにより、直接拘束されまたは係合手段に重なって取出しシャ
フトに係合する１つまたは複数の部品のみが一塊のセメントＳ’＋Ｆ’とともに取出され
る危険性が排除され、その結果、取出し装置の以降の操作に支障を来す危険性が排除され
る。
【０１２７】
　さらに、生セメントが原因で「軟化（softening）」することで機械的特性を喪失する
虞があるプラスチック材料ではなく、金属材料で取出し装置が作られるという事実によっ
て、先行技術で利用可能な他の解決策と比較して、安全の観点で有利となる。
【０１２８】
　さらに、フランジ８が主要部６，７に対して外側に突出しているという事実によって、
フランジとその次のフランジとの間にある種の窪み領域が作り出され、そこに生セメント
が挿入され得る。これにより、取出し装置が、硬化したセメントＳ＋Ｆと一体化すること
が容易になり、本発明による一塊のＳ’＋Ｆ’の取出しを効果的に行なうことができる。
細長状本体２のさまざまなフランジ８は、セメント内にある種の段をさらに作り出す。フ
ランジ８が略角柱形の形状を有する場合はなおさらそうである。上記段は、与えられた取
出し力が加えられた後セメント自体において生じるであろう破断線のための入口として機
能する。これにより、さらに確実に、必要とされる正確さで取出しを行なうことができる
。
【０１２９】
　取出し装置１は、たとえばシリコーン材料またはプラスチック材料から成るキャップ２
６を含み得る。このキャップ２６は、たとえば運搬ステップ時、または骨空洞Ｃへの取出
し装置の挿入ステップ時に、最も近位の剛性要素３に嵌められる。
【０１３０】
　このキャップ２６は、当該剛性要素３を保護するものとして機能し、そのポートまたは
開口９が想定外に移動することまたは詰まることを防止する。
【０１３１】
　このように、説明された本発明が如何にして意図された目的を達成するかについて述べ
てきた。
【０１３２】
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　本発明の一態様について記載されたさまざまな特徴は、示された保護範囲から逸脱する
ことなく、記載された他の態様にも存在し得る。
【０１３３】
　このように、考案された本発明は、特許請求の範囲によって提示された保護範囲に含ま
れるすべての多数の変更および変形が可能である。
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              特表平４－５０１２２３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｂ　　１７／７２，１７／７４，１７／８８　　　　
              Ａ６１Ｆ　　　２／３８，　２／４６　　　　
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